
国
民
年
金
基
金
は
国
民
年
金
に

上
乗
せ
す
る
制
度
で
す

市
民
課
L
2
2
4
‐
5
7
6
4

　

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
者
な
ど
が

ゆ
と
り
を
も
っ
て
老
後
を
暮
ら
せ
る
よ
う

に
設
け
ら
れ
た
公
的
な
個
人
年
金
制
度
で

す
。
国
民
年
金
基
金
に
加
入
す
る
と
、
老

齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
た
年
金
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
、
受
け
取
る
年
金
に
は
公
的
年
金

等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

資
料
の
請
求
・
加
入
の
申
し
込
み
は
、

埼
玉
県
国
民
年
金
基
金
L
0
1
2
0
‐

6 

5
‐
4
1
9
2
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

「
市
民
意
見
箱
」
で
皆
さ
ん
の

声
が
市
長
に
直
接
届
き
ま
す

広
聴
課
L
2
2
4
‐
5
0
1
1

　

よ
り
開
か
れ
た
市
政
を
目
指
し
て
、「
市

民
意
見
箱
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

設
置
場
所
は
市
民
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館

な
ど
、
次
の
26
か
所
で
す
。
寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
は
、
市
長
が
直
接
拝
見
し
ま
す
。

様
式
は
自
由
で
す
。
意
見
箱
に
は
専
用
の

用
紙
が
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
氏
名
と

住
所
を
明
記
し
、
意
見
箱
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
提
案
を
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

設
置
場
所

　

�

本
庁
舎
1
階
・
市
民
セ
ン
タ
ー
・
南
連

絡
所
・
メ
ル
ト（
西
文
化
会
館
）・
ジ
ョ

イ
フ
ル（
南
文
化
会
館
）・
総
合
保
健
セ

ン
タ
ー
・
オ
ア
シ
ス
（
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
）・
中
央
公
民
館
・
南
公
民
館
・

北
公
民
館
・
高
階
南
公
民
館
・
霞
ケ
関

北
公
民
館
・
大
東
南
公
民
館
・
中
央
図

書
館
・
西
図
書
館
・
ク
ラ
ッ
セ
川
越

＊
こ
の
ほ
か
に
、
郵
送（
〒
3
5
0
‐

8
6
0
1
川
越
市
役
所
広
聴
課
）・
専
用

フ
ァ
ク
ス
O
2
2
2
‐
5
4
5
4
・
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
政
へ
の
提
案
フ
ォ

ー
ム
」
か
ら
も
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。法

定
外
公
共
物
に
つ
い
て

建
設
管
理
課
L
2
2
4
︲
5
9
8
7

法
定
外
公
共
物
と
は

　

里
道
・
農
業
用
水
路
な
ど
の
よ
う
に
、

法
律
が
適
用
さ
れ
て
い
な
い
公
共
物
を
法

定
外
公
共
物
と
い
い
ま
す
。
な
お
、国
道
・

県
道
・
市
道
や
、
一
級
・
二
級
・
準
用
河

川
の
よ
う
に
、
法
律
が
適
用
・
準
用
さ
れ

る
公
共
物
は
法
定
公
共
物
と
い
い
ま
す
。

法
定
外
公
共
物
の
調
査
実
施

　

市
が
所
有
す
る
法
定
外
公
共
物
を
適
正

に
管
理
す
る
た
め
、
占
用
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
法
定
外
公
共
物
を
含
む
公
共

用
財
産
は
市
民
全
体
の
財
産
で
、
個
人
が

独
占
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
占
用
・
工
事
・
土
砂
採
取
な
ど
に
は

許
可
が
必
要
で
す
。
誤
っ
た
占
用
の
場
合

は
、
是
正
す
る
た
め
の
相
談
や
、
払
い
下

げ
・
付
け
替
え
交
換
の
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

法
定
外
公
共
物
の
払
い
下
げ

　

里
道
や
農
業
用
水
路
な
ど
の
う
ち
、
現

況
が
な
く
機
能
し
て
い
な
い
も
の
で
、
今

後
も
道
路
や
水
路
と
し
て
の
機
能
を
回
復

す
る
必
要
が
な
い
も
の
な
ど
は
、
払
い
下

げ
が
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
に
は
、
利
害
関
係
者
や
地
元
自

治
会
・
水
利
組
合
な
ど
の
同
意
を
得
た
上
、

申
請
書
や
各
種
図
面
の
作
成
な
ど
が
必
要

で
す
。

■
払
い
下
げ
が
可
能
な
場
合
の
例

①�

土
地
の
利
用
形
態
の
変
化
な
ど
に
よ

り
、
本
来
の
機
能
を
失
っ
て
い
る
場
合

②�

法
定
外
公
共
物
の
代
替
施
設
が
設
置
さ

れ
た
た
め
、
元
の
法
定
外
公
共
物
が
不

要
と
な
っ
た
場
合

＊
こ
の
ほ
か
に
も
、
払
い
下
げ
が
可
能
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

「骨髄移植ドナー支援事業」始まりました

　市では、骨髄提供者（ドナー）の増加を図り、骨髄移植等を推

進するため、ドナーの方へ次のとおり助成を行います。

対�象…次の①～③すべてに該当する方

①�（公財）日本骨髄バンクが実施する、骨

髄バンク事業のドナー登録者で、骨髄

等の提供を完了している

②�他の助成金等の交付を受けていない

（ドナー休暇取得を含む）

③�骨髄等の提供時、市内在住で市税の滞

納がない

＊平成26年4月1日以降の提供にかか

る通院・入院から対象となります。

助�成額…骨髄等の提供に要した通院・入院1日につき2万円（1

回の提供で通算7日を上限）

必�要書類…（公財）日本骨髄バンクが発行する、骨髄等の提供

が確認できる書類▶本人名義の預貯金通帳▶印鑑▶骨髄等の

提供が完了した日に加入していた、健康保険証の写し

申�請方法…健康づくり支援課で配布する申請書に必要書類を添

えて、同課へ持参

＊申請書は市ホームページからもダウンロードできます。

健康づくり支援課L229－4124

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す
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国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
限
度
額
適
用
・
減
額
認
定
証
の
交
付

国
民
健
康
保
険
＝
国
民
健
康
保
険
課

L
2
2
4
︲
5
8
3
6

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
＝
医
療
助
成
課

L
2
2
4
︲
5
8
4
2

　

国
民
健
康
保
険（
国
保
）・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
で
医
療
を
受
け
て
い
る
方
が
、

次
の
要
件
に
該
当
し
た
場
合
、
申
請
す
る

と
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
受
診
時
の
一
部
負
担
金
と
入
院
時
の

食
事
代（
国
保
限
度
額
適
用
認
定
証
は
一

部
負
担
金
の
み
）が
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
既
に
認
定
証
を
交
付
さ
れ
て
い

る
方
の
う
ち
、国
保
被
保
険
者
の
方
に
は
、

更
新
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
の
方

で
今
年
度
も
該
当
す
る
場
合
は
、
医
療
助

成
課
か
ら
新
し
い
認
定
証
を
送
付
し
ま
し

た
の
で
、
更
新
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

　

ま
た
、
自
己
負
担
限
度
額
の
区
分
は
所

得
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
所
得
の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

対�

象
…
国
保
被
保
険
者
は
①
ま
た
は
②
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者
は
③

に
該
当
す
る
方

①�

国
保
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
＝
世
帯
主
と
国
保
被
保
険
者
全

員
の
、
平
成
26
年
度
市
・
県
民
税
が
非

課
税

②�

国
保
限
度
額
適
用
認
定
証
＝
世
帯
主
と

国
保
被
保
険
者
の
中
に
、
平
成
26
年
度

市
・
県
民
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る
方
が

い
て
、
受
診
者
本
人
が
70
歳
未
満

③�

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
＝
世
帯
全
員
の
平

成
26
年
度
市
・
県
民
税
が
非
課
税

川
越
市
防
災
訓
練

防
災
危
機
管
理
課
L
2
2
4
︲
5
5
5
4

　

市
民
セ
ン
タ
ー
管
内
11
か
所
の
市
立
小

中
学
校
で
、
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練
を

中
心
と
し
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
早
朝
か
ら
、
徒
歩
に
よ
る
避
難

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
自
動
車
等
で
会

場
周
辺
を
通
る
際
は
、
歩
行
者
へ
の
配
慮

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

参
加
者
は
自
治
会
を
通
じ
て
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
防
災
危
機
管
理
課

（
本
庁
舎
4
階
）に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

日�

時
…
8
月
31
日
㈰
、
午
前
8
時
～
10
時

30
分

会�

場
…
南
古
谷
小
学
校
・
南
古
谷
中
学
校
・

武
蔵
野
小
学
校
・
大
東
中
学
校
・
大
東

西
中
学
校
・
霞
ケ
関
中
学
校
・
霞
ケ
関

北
小
学
校
・
霞
ケ
関
東
中
学
校
・
霞
ケ

関
西
小
学
校
・
霞
ケ
関
西
中
学
校
・
川

越
西
小
学
校

固
定
資
産
税
な
ど
を
減
免
し
ま
す

資
産
税
課
L
2
2
4
︲
5
6
4
5

　
面
積
が
明
確
な
私
道
の
固
定
資
産
税
な

ど
は
、
所
有
者
の
申
請
に
よ
り
減
免
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
が
公
道
と
の
出
入
り
に
利

用
す
る
敷
地
内
通
路
は
、
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

農
業
経
営
に
関
す
る
支
援
事
業

農
政
課
L
2
2
4
︲
5
9
3
9

　

2
月
の
大
雪
に
よ
り
損
失
を
受
け
た
農

業
者
に
対
し
、
被
害
農
作
物
の
病
害
虫
の

防
除
、
樹
勢
・
草
勢
の
回
復
等
、
農
業
経

営
に
必
要
な
資
金
に
対
し
て
次
の
と
お
り

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
農

政
課（
本
庁
舎
5
階
）に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

対�

象
…
次
の
①
②
を
満
た
す
農
業
者

①�

被
災
し
た
農
作
物
等
の
減
収
量
が
、
平

年
に
お
け
る
収
穫
量
の
30
％
以
上

②�

減
収
に
よ
る
損
失
額
が
平
年
に
お
け
る

農
業
の
総
収
入
額
の
10
％
以
上

■�

農
作
物
災
害
緊
急
対
策
事
業
…
農
業
生

産
力
維
持
の
た
め
に
必
要
な
、
種
苗
費

や
肥
料
等
の
購
入
費
を
助
成

■�

農
業
災
害
資
金
利
子
補
給
補
助
金
…
農

業
協
働
組
合
等
が
融
資
す
る
農
業
災
害

資
金
に
対
す
る
利
子
補
給（
無
利
子
化
）

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

右
記
の
支
援
に
つ
い
て
、
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
当
日
直
接
会
場
。

日�

時
…
①
8
月
26
日
㈫
、
②
27
日
㈬
、
午

後
2
時
～

会�

場
…
①
＝
J
A
い
る
ま
野
福
原
支
店
、

②
＝
農
業
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

子どもたちの笑顔を守るために
教育指導課L224－5483

　市内では、

不審者の出没

や声掛けなど

が発生してい

ます。市では、

青色回転灯装

備車による防

犯パトロール

や各学校への指導などを通し児童・生徒

の安全確保に努めています。

　また、さらなる防犯対策として、毎週

火・金曜日（祝日、長期休業中を除く）の

午後2時40分に「児童の下校の見守り放

送」を行い、保護者や地域の方々に下校

時の見守りをお願いしています。

　子どもたちの安全と笑顔を守るため

に、市民の皆さんのご理解、ご協力をお

願いします。

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す
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平
成
27
・
28
年
度
入
札
参
加 

業
者
の
登
録
を
受
け
付
け

契
約
課
L
2
2
4
︲
5
6
3
2

　

市
が
発
注
す
る
工
事
ま
た
は
業
務
の
請

負
、
物
品
の
購
入
な
ど
の
入
札
参
加
業
者

の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

建
設
工
事
、
設
計
・
調
査
・
測
量
、
土
木

施
設
維
持
管
理（
道
路
、
河
川
、
苑え

ん

地ち

、

下
水
道
）

　

申
請
書
類
は
、
市
独
自
の
も
の
と
共
同

受
付
参
加
全
自
治
体
で
共
通
の
も
の
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
県
入
札
審
査
課
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
申
請
の
手
引
」
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

●
新
規
申
請

　

対
象
は
、「
埼
玉
県
電
子
入
札
共
同
シ

ス
テ
ム
」
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
取
得

し
て
い
な
い
業
者
で
す
。

受
付
期
間
…
9
月
12
日
㈮
～
10
月
10
日
㈮

受�

付
方
法
…
申
請
書
類
を
〒
3
3
0
‐

9
3
0
1
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三

丁
目
15
‐
1
・
県
入
札
審
査
課
へ
郵
送

●
更
新
申
請

　

対
象
は
、「
埼
玉
県
電
子
入
札
共
同
シ

ス
テ
ム
」
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
取
得

し
て
い
る
業
者
で
す
。

受�
付
期
間
…
建
設
工
事
＝
10
月
14
日
㈫
～

11
月
28
日
㈮
▼
設
計
・
調
査
・
測
量
、

土
木
施
設
維
持
管
理
＝
10
月
14
日
㈫
～

11
月
14
日
㈮

受�

付
方
法
…
「
埼
玉
県
電
子
入
札
共
同
シ

ス
テ
ム
」
に
よ
り
電
子
申
請
を
行
い
、

申
請
書
類
を
〒
3
3
0
‐
9
3
0
1

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
15
‐

1
・
県
入
札
審
査
課
へ
郵
送

維
持
管
理
業
務
、
物
品
納
入
、
建
設
資
材

納
入

　

申
請
書
類
は
、
10
月
中
旬
か
ら
、
契
約

課（
本
庁
舎
3
階
）で
配
布
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受�

付
期
間
…
11
月
17
日
㈪
～
28
日
㈮

受
付
会
場
…
3
Ａ
会
議
室（
本
庁
舎
3
階
）

　
納
期
限
は
、
9
月
1
日
㈪

市�

県
民
税（
第
2
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
2
期
）

収
税
課
L
2
2
4
︲
5
6
8
6

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
2
期
）

　
医
療
助
成
課
L
2
2
4
︲
5
8
4
2

介
護
保
険
料（
第
2
期
）

　
介
護
保
険
課
L
2
2
4
︲
5
8
1
7

市
税
な
ど
の
納
期
の
お
知
ら
せ

市職員を募集します 職員課
L224－5553

　平成27年4月1日採用予定の市職員を募集し

ます。職務内容・給与など、詳しくは募集案内

を確認してください。

　募集案内は8月11日㈪から職員課（本庁舎4

階）・市民センター･ 南連絡所・本川越駅証明

センター（西武本川越ぺぺ2階）で配布します。

市ホームページからもダウンロードできます。

受験申し込み（郵送不可）
受�付日時…8月18日㈪～9月26日㈮、午前8時

30分～午後5時15分

＊土・日曜日、祝日は除きます。

受�付窓口…職員課（本庁舎4階）

採用試験
試験日…10月19日㈰

試験会場…市立川越高校

職種・募集人員・受験資格
　受験資格は、それぞれすべての要件を満たし

ていることが必要です。

職種 募集
人員 受験資格

歯科
衛生士 1人

生年月日が昭和59年4月2日以降

歯科衛生士の免許を有する

電気 2人

生年月日が昭和30年4月2日以降

民間企業等における電気（電気設
備の設計・施工監理・維持管理等）
に関する職務経験が3年以上ある
＊職務経験の詳細については、募
集案内を確認してください。

第一種・第二種・第三種電気主任
技術者免状のいずれかを取得して
いる

日本国籍を有する

機械 1人

生年月日が昭和30年4月2日以降

民間企業等における機械（機械設
備の設計・施工監理・維持管理等）
に関する職務経験が3年以上ある
＊職務経験の詳細については、
募集案内を確認してください。

日本国籍を有する

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す
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　休日・夜間の受付窓口が、１階西側玄関から地下1階西
側玄関に戻りました。平日の窓口業務は通常どおりです。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

市役所本庁舎は、耐震改修工事を実施中
管財課L224－5633



手
続
き
等
が
変
わ
り
ま
す
！ 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

保
育
課

L
2
2
4
︲
5
8
2
7

　

幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
の
総
合
的
な
提
供
や
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
新
制
度
が
始
ま
り
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
利
用
手
続
き
方
法
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
受
け
付
け
日

程
等
の
詳
細
は
、
広
報
川
越
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
な
お
、
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
新
制
度
に
移
行
す
る
か
現
行
制
度
の
ま
ま
継
続
す
る
か
は
、
各
施
設

が
決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
行
制
度
の
ま
ま
の
幼
稚
園
の
手
続
き
は
従
前
ど
お
り
で
す
。

3
つ
の
認
定
区
分

　

新
制
度
で
は
、
下
表
の
と
お
り
子
ど
も

の
年
齢
や
保
育
の
必
要
性
、
利
用
希
望
す

る
施
設
に
応
じ
て
1
号
認
定
・
2
号
認
定
・

3
号
認
定
の
3
つ
の
認
定
区
分
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
2
号
認
定
・
3
号
認
定（
＝
保

育
認
定
）で
は
、
保
護
者
の
就
労
、
妊
娠
、

出
産
な
ど
「
保
育
の
必
要
性
」
の
認
定
申

請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
就
労
を
理
由
と
す
る
保
育
の
場

合
は
、
保
護
者
の
月
の
就
労
時
間
に
応
じ

て
、
利
用
時
間
が
変
わ
り
ま
す
。

●
利
用
時
間

■
1
号
認
定

教�

育
標
準
時
間
…
1
日
4
時
間
の
幼
児
教

育
■
2
号
認
定
・
3
号
認
定

保�

育
標
準
時
間
…
最
大
11
時
間
の
保
育
。

主
に
フ
ル
タ
イ
ム
の
就
労
を
想
定

保�

育
短
時
間
…
最
大
8
時
間
の
保
育
。
主

に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
就
労
を
想
定

手
続
き
方
法

　

下
図
の
「
新
制
度

の
利
用
手
続
き
の
流

れ
」
の
と
お
り
利
用

希
望
す
る
施
設
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
す
で
に
幼
稚
園
・
保
育
園
等
を

利
用
し
て
い
る
場
合
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
に
応
じ
た
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

＊
幼
稚
園
は
、
新
制
度
に
移
行
す
る
施
設

を
利
用
す
る
方
の
み
1
号
認
定
が
必
要
で

す
。現
行
制
度
の
ま
ま
の
施
設
の
場
合
は
、

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

契
約
と
支
払
い
先

●
私
立
・
公
立
保
育
所
を
利
用

　

利
用
者
は
市
と
契
約
し
て
、
保
育
料
を

市
へ
支
払
い
ま
す
。

●�

認
定
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
・
地
域
型
保

育
を
利
用

　

利
用
者
は
施
設
・
事
業
者
と
契
約
し
て
、

保
育
料
を
施
設
・
事
業
者
へ
支
払
い
ま
す
。

幼
稚
園
等
を
利
用
希
望

1
号
認
定

②�

施
設
か
ら
入
園
の
内

定
を
受
け
る

＊
定
員
超
過
の
場
合
な

ど
は
、
面
接
な
ど
の
選
考

が
あ
り
ま
す
。

①�

利
用
し
た
い
施
設
に

直
接
申
し
込
み

保
育
所
等
で
保
育
を
希
望

2
号
認
定
・
3
号
認
定

③�

施
設
を
通
じ
て
、
利

用
の
た
め
の
認
定
を

申
請

④�

施
設
を
通
じ
て
、
市

か
ら
認
定
証
が
交
付

さ
れ
る（
1
号
認
定
）

⑤�

施
設
と
契
約

⑤�

利
用
先
の
決
定
後
、

市
や
施
設
と
契
約

②�

市
か
ら
認
定
証
が
交

付
さ
れ
る
（
2
号
認

定
・
3
号
認
定
）

④�

申
請
者
の
希
望
、
保

育
所
等
の
状
況
に
応

じ
て
市
が
利
用
調
整

①�

市
に
「
保
育
の
必
要

性
」
の
認
定
を
申
請

＊
③
の
利
用
希
望
申
し
込

み
も
同
時
に
で
き
ま
す
。

③�

市
に
保
育
所
等
の
利

用
希
望
を
申
し
込
む

＊
希
望
す
る
施
設
名
な
ど

を
記
載
し
ま
す
。

新
制
度
の
利
用
手
続
き
の
流
れ

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す
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区分 子の年齢 保育の必要性 施設等 利用時間
1号認定

満3歳以上
なし（教育を希望） 幼稚園、認定こども園 教育標準時間

保
育
認
定

2号認定
あり

保育所、認定こども園
保育標準時間
保育短時間

3号認定 満3歳未満
保育所、認定こども園、
地域型保育

保育標準時間
保育短時間

3つの認定区分

＊新制度での施設については、広報川越7月10日号・市ホームページで確認できます。

＊
認
定
こ
ど
も
園
を
利
用
す
る
場
合
は
、
1
号
認
定
＝

色
、
2
号
認
定
・
3
号
認
定
＝

色
の
流
れ
に
な
り
ま

す
。


